
「事故は突然、そなえは事前。」

１０月は「漁業の安全月間」

ベテランも新人も、慣れた作
業に油断せず安全教育を徹底
しましょう。

まずは、動画視聴から

雇用主は

労災保険などへ加入し経

営を守るとともに安心して働け
る環境を作りましょう。

従業員の健康対策を推進し
ましょう。
まずは、

健康づくり宣言から

仕事中のケガ等への

安全教育 補償の備え 健康対策
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漁船の衝突事故が多発しています

衝突事故に注意

〒100-8907 東京都千代田区霞が関1-2-1
TEL: 03-3592-0731水 産 庁

〒100-8976 東京都千代田区霞が関2-1-3
TEL: 03-3591-6361海上保安庁

衝突
25％
(564隻)

無人漂流
14％ (306隻)

乗揚
10％ (229隻)

漁船事故
種類別割合
（令和2～令和6年）

2,246隻

転覆
10％ (217隻)

推進器・舵故障
8％ (184隻)

火災
8％ (173隻)

その他
25％ (573隻)

他船との衝突事故が最多

1人
55％
(311隻)

衝突時の
乗船人員

（令和2～令和6年）

564隻

その他
23％ (129隻)

2人
22％
(124隻)

２人乗り以下が８割 見張り不十分が８割

見張り不十分
76％ (424隻)

衝突
原因別割合

（令和2～令和6年）

564隻

居眠り運航 6％ (34隻)
不可抗力など 6％ (36隻)

衝突時の乗船人員 衝突の原因

操船不適切
12％ (70隻)

データ出典：海上保安庁



衝突事故防止のための

４つのポイント
機器等に集中しない

各種機器等を

見続けるのは危険！

作業中も見張り

他の船に注意 ＡＩＳ・スマホアプリの活用

１人でも２人でも

見張りを確実に！

他の船が

避けるだろうは危険！

AISやスマホアプリで

相手船の認識が容易に！

漁船の

安全操業に関する情報

スマホ用

海の安全情報

「118番」は海上保安庁

緊急通報用電話番号です

お問い合わせ先
水産庁漁政部企画課
TEL: 03-3592-0731

AIS（船舶自動識別装置）

の普及促進に関する情

報を紹介しています！

お問い合わせ先
海上保安庁 交通部安全対策課
TEL: 03-3591-6361

現在地周辺の海の

安全情報が、表示

されます！

小型漁船で操業する漁業者のみなさまへ

死角
AIS

注）スマホアプリごとに機能が異なりますので、必要な機能が備わっているか
確認してください。アプリの機能を過信せず、常に安全操業を心掛けましょう。

１人１人が安全対策を自分事として捉え、

航行中や作業中も、常時、周囲の見張りをお願いします

https://www6.kaiho.mlit.go.jp/sp/index.html
https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/anzen.html#ais
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